
伊
藤
鳳
山
傷
寒
論
文
孜
訳
注

i
i

論
の
受
容
と
展
開

の

（

一

一

一

）

」

『

東

ア

ジ

ア

化
と
穣
教
文
化
の
混
滋
と
対
立
』
平
成
9
3
月
一
例
収
平
成

7
年
8
年
度
特
定
研
究
報
告
）
に
引
き
続
い
て
、
伊
藤
議
出
『

欝
案
、
論
文
学
致
h

の
う
ち
、
張
仲
長
自
序
の
後
半
部
分
に
訳
注

を
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
、
嘉
、
氷
揺
年
唐
津
惇
腿
…
閤
…

堂
蔵
態
刊
本
（
昭
和
六
二
年
汲
古
書
競
影
印
本
）
を
用
い
た
。

本
認
に
お
い
て
お
擦
と
す
る
と
こ
ろ
の
第
一
は
、
伊
藤
鳳
山

の
明
鑓
寒
論
文
字
孜
h

を
務
読
す
る
こ
と
と
そ
れ
を
通
じ
て
江

戸
期
日
本
に
お
け
る
『
寝
寒
論
』
の
受
容
と
展
開
の
一
端
宏
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
期
日
本
に
お
け
る
で
偽
索
、
論

の
受
察
と
展
開
の
あ
り
か
た
は
、
中
国
近
世
に
お
け
る
そ
れ
と

は
大
い
に
異
な
っ
た
犠
拐
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
更
に
亥
た
こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
の
ど
の
よ
う

（四）

河浅杉

井弁山

昭邦

乃昭行

な
知
的
環
境
の
下
で
そ
の
営
み
を
進
め
て
い
っ
た
か
を
訳
注
の

か
た
ち
で
鵠
り
示
す
こ
と
に
も
お
い
て
い
る
。

夫
天
布
五
行

注
家
日
く
、
天
は
五
行
宏
布
く
以
下
、
皆
是
れ
繁
前
議
経

の
一
言
に
し
て
、
全
て
叔
和
撰
次
の
諾
に
採
り
、
仲
景
氏
の
欝
に

非
ざ
る
な
り
。
諺
に
謂
ふ
訴
の
務
足
ら
ず
し
て
拘
尾
議
く
者
な

る
の
み
。
伺
ぞ
や
。
思
ひ
半
ば
に
過
ぐ
の
句
、
現
に
一
擦
の
結

尾
を
爵
す
に
、
商
る
に
復
た
別
に
一
一
段
の
議
論
を
超
こ
す
、
間
延

つ
づ

れ
徴
の
一
な
り
。
天
は
五
行
を
布
く
以
下
、
文
理
問
機
か
ず
、
題

は
る

裁
諮
か
に
闘
か
る
、
間
延
れ
徴
の
こ
な
り
。
前
に
越
人
と
講
し
後
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に
一
一
鵠
と
稿
す
る
も
、
亦
た
一
人
の
お
気
に
非
ず
、
是
れ
徴
の

一
一
一
な
り
。
後
段
、
時
撃
を
競
る
に
、
一
組
震
を
求
め
ず
、
務
め
は

5

っ

た

と

口
給
に
在
り
と
す
、
是
れ
前
段
の
悉
く
す
所
な
り
。
槌
令
ひ
仲

景
護
ぼ
る
と
も
、
亦
た
宣
に
比
く
の
如
く
其
れ
鄭
重
な
ら
ん
や
、

是
れ
徴
の
閤
な
り
。
伸
長
の
論
中
、
未
だ
嘗
て
五
行
経
絡
を
設

か
、
ざ
る
に
、
後
段
乃
ち
之
れ
を
説
く
、
是
れ
徴
の
五
な
り
。
仲

景
の
論
中
、
米
だ
嘗
て
三
部
九
候
、
明
堂
開
庭
会
以
て
之
れ
を

診
ざ
る
に
、
後
段
乃
ち
之
れ
を
説
く
、
是
れ
徴
の
ふ
ハ
な
り
：
此

の
論
、
往
昔
の
論
喪
に
感
ず
る
に
出
向
り
て
之
れ
を
起
せ
ば
、
刻

ち
文
の
起
こ
る
所
に
止
ま
る
は
、
其
の
府
闘
を
得
た
り
と
誌
を
す
。

ao 

獲
鱗
の
義
、
以
て
徴
す
べ
し
、
是
れ
徴
の
七
な
り
。
七
散
既
に

得
な
ば
、
好
其
れ
掩
ふ
べ
け
ん
や
、
と
。

馨
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
北
の
七
徴
、
一
と
し
て
徴
と
矯
す
に

足
る
者
無
し
。
藷
ふ
試
み
に
之
れ
を
静
ぜ
ん
。

前
段
唯
だ
居
役
の
土
を
譲
る
の
み
、
故
に
後
段
は
端
を
改
め

以
て
帥
隣
家
の
事
に
及
ぶ
。
乃
ち
加
に
一
段
の
議
論
を
起
こ
す
は
、

理
屈
よ
り
嘗
に
然
る
べ
し
。
何
ぞ
怪
し
む
に
足
ら
ん
や
c

薬品し

注
家
、
通
論
皆
時
間
閣
を
譲
る
と
以
矯
へ
る
な
ら
ん
。
故
に
比
の

説
有
り
。
笠
に
大
い
に
誤
ら
ず
や
。
是
れ
一
の

に
足
ら
ざ
る
の
み
。

前
段
は
入
貌
望
努
を
以
て
端
を
起
こ
す
、

別
生
を
以
て
之
れ
を
結
ぶ
。
前
段
は
議
人
の

ぜ〉

で

Q 

ふ
な
陳
ぶ
（
殺
端
に
謂
ふ
所
の
才
秀
は
、
秀
才
と
向
じ
か
ら
ず
。

皐
簡
に
圏
り
て
而
し
て
其
の
才
の
秀
で
た
る
を
斗
諮
問
ふ
な
り
。
性

質
を
説
く
に
非
ざ
る
な
り
。
然
ら
ず
ん
ば
剛
山
ち
下
文
の
笹
の
字
、

承
接
す
る
無
し
。
夫
れ
入
率
関
す
れ
ば
、
刑
制
ち
其
の
才
の
秀
で

た
る
こ
と
越
人
の
如
く
な
る
べ
き
も
、
然
れ
ど
も
常
へ
て
院
予
ぜ

ず
、
放
に
之
れ
を
桂
し
む
の
み
）
、
放
に
後
段
は
神
農
黄
帝
一
広

一
広
会
場
げ
、
而
し
て
古
へ
の
皐
才
高
く
、
町
内
子
識
妙
な
る
者
を
列

し
て
之
れ
を
結
ぶ
（
衿
農
の
悉
諸
に
祭
ぶ
は
、
呂
氏
春
秋
に
見

ゅ
。
黄
帝
の
蚊
拍
に
開
学
ぶ
は
、
素
一
援
に
見
ゆ
。
岐
伯
の
餓
貸
季

の
道
を
筏
と
す
る
は
、
索
開
に
見
ゆ
。
伯
高
品
一
間
公
以
下
の
諸
人

も
亦
た
皆
祭
び
て
其
の
才
を
成
す
者
な
り
）
。
藁
し
伸
長
の
方

術
を
山
内
ぶ
は
、
越
人
の
才
に
感
ず
る
に
始
ま
り
、
孔
子
の
語
を

事
と
す
る
に
成
る
な
ら
ん
。
放
に
越
人
を
以
て
端
を
殺
し
、
孔

子
、
を
引
き
て
之
れ
を
終
ゆ
。
前
段
の
勤
め
て
古
訓
を
求
め
（
古

国

訓
は
在
経
を
謂
ふ
な
り
。
尚
委
説
命
、
大
雅
蒸
民
に
謂
ふ
所
皆

然
り
。
法
一
一
一
一
向
に
云
ふ
、
勤
は
苦
な
り
、
と
。
求
は
講
求
な
り
。

勤
求
と
は
獄
ほ
苦
撃
と
一
一
一
一
向
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
注
者
、
韻
府
を

引
き
て
吉
人
の
識
と
欝
く
は
、
誤
り
な
り
）
博
く
衆
方
を
采
る

は
、
後
段
に
謂
ふ
所
の
多
関
博
識
、
間
延
れ
な
り
。
是
れ
前
後
設

昆
相
ひ
幌
地
ず
る
こ
と
、
殆
ど
常
山
の
詑
の
如
し
。
何
ぞ
曾
て
文

ず
、
謹
裁
迦
か
に
別
か
る
る
を
見
ん
や
。
是
れ
こ
の
徴
、

る
に
迫
ら
ざ
る
の
み
。
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長IJ
ち 暇（

、凡あ 社
両そら j主

前
に
公

封
は
公
子
呂
な
り
、

し
果
た
し
て
注
家
の
一
一
手

比
く
の
如
き
者
も
亦
た
援
ね
一
人
の
口

し
て
之
れ
を
削
る
か
。
妄
り
と
諮
ふ
べ
し
。

つ
お

く
、
其
の
持
管
に
夜
を
以
て
東
方
よ
り
来
た
る
こ

く
、
其
の
殻
段
段
知
と
し
て
野
鶏
夜
鳴
く
、
と
。

一
お
ふ
、
上
に
綾
捻
と
一
一
首
ひ
下
に
野
鶏
と
一
一
一
一
凶
ふ
は
、
史
、

せ
し
・
な
り
、
と
。
比
に
揺
に
越
人
と
一
一
お
ひ
、
後
に
一
続
開

は
、
亦
た
顔
氏
の
謂
ふ
所
の
駁
文
な
り
。
是
れ
一
一
一
の
嚇

議
す
に
足
ら
ざ
る
の
み
。

前
段
は
濁
り
底
冷
…
の
士
会
議
じ
、
雨
し
て
欝
家
の
品

事
に
及
ば
ず
、
故
に
務
め
は
口
絵
に
在
り
等
の
諮
、
一
句
と
し

て
見
ゆ
る
所
無
さ
も
な
り
。
熱
れ
ど
も
今
前
段
の
悉
く
す
所
と
日

ふ
は
、
是
れ
伺
等
の
見
な
ら
ん
。
是
れ
四
の
徴
、
徴
と
矯
す
に

定
ら
ざ
る
の
み
c

た

と

仲
景
氏
の
治
療
に
於
け
る
や
、
疑
使
ひ
五
行
綬
絡
を
主
張
せ

ざ
る
も
、
天
地
人
身
を
論
ず
る
に
笠
り
て
は
、
査
に
天
に
五
行

然
く
、
し
と
諮
ふ
べ
け
ん
や
。
比
の
篠
の
如
、
き
は

間

ち

…

喰

だ

天

地

人

身

の

る

と

を

論

ず
る
の
み
に
し
て
市
し
て
治
療
に
渉
ら
ざ
れ
ば
、
郎
ち
五

行
経
絡
を
説
く
も
、
亦
た
何
ぞ
妨
げ
ん

C

間
延
れ
五
の
徴
、
徴
と

惑
す
に
足
ら
ざ
る
の
み
（
伸
長
氏
の
治
援
に
於
け
る
や
、
深
く

な
ず

は
五
行
経
絡
に
泥
支
ざ
る
と
擦
も
、
熱
れ
ど
も
絶
え
て
之
れ
を

取
ら
ざ
る
に
は
非
ず
。
十
六
巻
市
て
襲
撃
と
し
て
徴
脊
り
。
然

れ
ど
も
彼
の
い
記
者
の
徒
、
己
の
私
見
を
師
と
し
、
妄
り
に
多
く

た
と

本
文
を
開
削
し
て
説
を
立
つ
れ
ば
、
期
ち
縫
ひ
之
れ
を
務
い
す
る

と
躍
も
、
関
よ
り
竪
自
決
し
難
き
の
携
に
ん
。
故
に
姑
く

る
こ
と
是
に
止
め
ん
）
。

には
斜峻
ま黄
るに
な依
らら
ん ず

診
は
其
の
主
張
す
る
所
な
り
。
然
れ

の
法
に
従
ふ
能
は
ず
、
放
に
之
れ
を
愛
む
c

州統ひ

己
の
取
ら
ざ
る
一
例
と
縫
も
、
比
れ
を
以
て
之
れ
を
霞
む
る
も
、

亦
た
何
ぞ
妨
げ
ん
や
。
若
し
伶
長
氏
始
め
て
一
家
の
設
を
立
て
、

雨
し
て
時
監
の
己
の
一
一
認
に
殺
は
ざ
る
を
以
て
之
れ
を
議
ら
も
は
、

ち

か

別
ち
笠
に
側
部
に
庶
幾
か
ら
ず
や
。
偲
だ
放
ハ
の
古
盤
方
の
法
に
従

は
ざ
る
を
以
て
を
資
む
る
は
、
理
問
問
よ
り
意
に
然
る
べ
き

な
り
。
、
徴
と
鏡
、
ず
に
門
ざ
る
の
み
（
人
迎
、

の
法
な
る
者
は
、
し
一
二
部
九
侯
の

5
 

，，a
－
 



ら
ん
ポ
察
色
の
診
は
山
知
ち
往
往
に
し
て
金
一
盤
に
散
見
九
然
ら

ば
別
ち
三
部
九
候
、
明
堂
闘
庭
の
診
、
仲
景
絶
え
て
之
れ
を
取

ら
ざ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
注
者
の
徒
、
悉
く
閥
り

て
之
れ
を
去
れ
ば
、
刑
制
ち
総
ひ
之
れ
安
静
ず
る
と
錐
も
、
亦
た

堅
自
決
し
難
き
の
静
に
属
す
。
故
に
今
之
れ
を
置
く
）
。

蓋
し
仲
景
氏
の
方
衡
を
尚
ぶ
は
、
本
と
締
結
人
の
才
の
秀
づ
る

に
感
ず
る
に
出
る
な
ら
ん
。
放
に
越
人
を
以
て
端
を
起
こ
し
、

街
尚
方
術
を
以
て
之
れ
を
結
べ
ば
、
期
ち
米
だ
曾
て
其
の
賓
を

得
る
と
爵
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
夫
の
春
秋
の
務
き
は
、

担

割

自

公
穀
は
経
、
獲
鶴
に
止
り
、
指
し
て
友
氏
は
綬
、
孔
丘
卒
に
終

り
、
各
々
異
間
有
り
。
其
の
説
、
そ
矯
す
も
亦
た
皆
向
じ
か
ら
ず
。

譲
し
孔
正
卒
の
一
段
は
、
日
延
れ
丘
明
、
魯
史
の
矯
め
に
記
す
所

に
し
て
、
其
れ
以
上
は
則
ち
謹
く
夫
子
の
筆
削
な
ら
ん
。
然
ら

ず
ん
ば
期
ち
丘
明
量
に
嬰
人
の
築
制
を
傍
撮
す
べ
け
ん
や
。
的
一

だ
左
氏
に
従
ふ
を
是
と
議
す
。
公
穀
を
ふ
傘
ず
る
者
は
、
社
頭
の

隠
見
な
る
の
み
c

先
儒
瞥
て
之
れ
を
論
ず
。
然
れ
ど
も
注
家
其

の
徴
と
す
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
徴
と
話
す
は
、
査
に
甚
だ
謬
支

ら
ず
や
。
是
れ
七
の
徴
、
徴
と
属
す
に
足
ら
ざ
る
の
み
。

七
徴
既
に
徴
と
一
鵠
す
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
山
知
ち
注
家
の
詩
、
反

て
其
の
好
た
る
を
免
か
る
べ
け
ん
や
。

康
黒
字
典
子
集
下
力
部
「
勤
、
・
：
又

民
有

勤

〔
註
〕
勤
、
苦
也
。
」
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ー
山
田
正
珍
傷
寒
論
集
成
首
巻
張
伯
作
長
自
序
解
「
但
其
天
布

五
行
以
下
、
民
間
是
繁
鰐
叢
州
統
之
言
、
全
係
叔
和
撰
次
之
語
、
非

仲
景
之
富
山
色
。
諺
所
謂
務
不
足
狗
尾
護
者
巳
。
何
者
。
思
過
半

句
、
既
矯
一
議
結
尾
、
市
箆
別
起
一
段
議
論
、
是
徴
一
也
。
天

布
五
行
以
下
、
文
理
不
蕗
、
韓
裁
迦
別
、
自
疋
徴
二
也
。
前
橋
越

人
、
後
稿
一
綿
一
鵠
、
亦
非
一
人
口
気
、
是
徴
一
一
一
也
。
後
段
議
時
盤
、

不
求
経
国
間
、
務
在
ロ
給
、
是
前
段
所
悉
。
蝦
令
仲
景
議
山
也
、
亦

畳
如
此
其
鄭
重
乎
、
是
徴
四
也
。
伸
長
論
中
、
未
瞥
説
五
行
経

絡
、
後
段
乃
説
之
、
間
足
徴
五
品
。
伸
長
論
中
、
米
替
以
三
部
九

候
、
明
堂
開
庭
診
之
、
後
段
乃
説
之
、
是
徴
六
也
。
比
論
出
向
感

往
昔
之
論
喪
荷
担
之
、
則
文
止
於
所
記
、
震
得
其
賞
、
獲
鱗
之

可
以
徴
突
。
是
徴
七
也
。
七
徴
説
得
、
好
其
可
掩
哉
。
」

2
毛
詩
註
疏
者
六
之
唐
風
栂
聯
「
綴
聯
之
賀
、
蕃
街
盈
升
。

彼
其
之
子
、
磁
大
無
期
。
掘
聯
旦
、
遠
綴
立
。
」

3
尚
書
法
疏
巻
五
虞
書
益
稜
第
五
「
又
歌
田
、
元
首
叢
腔
哉
。

股
肱
矯
談
。
寓
事
睦
哉
（
孔
簿
c

器
一
夜
腔
、
細
稼
無
大
賂
）
。
」

4 

十
九
列
簿
第
二
十
九
趨
王
一
倫
「
毎
朝
合
、
務
蝉
盈



時

日
、
懇
不
足
、

5

一
一
公
治
長
第
五
町
田
、
鶏
也
仁
而
不
接
σ

子

倍
、
一
議
患
能
。
繁
人
以
口
給
、
山
於
入
。
不
知
其
仁
、
一
鴨
川
用

・
：
接
入
所
以
騒
答
入
者
、
位
以

｛妄

十
九
哀
公
十
四
年
十
有
四
年
、

〈
社
注

3

麟
問
者
、
仁
穀
、
聖
王
之
姦
瑞
進
。
持
無

、
出
荷
遥
獲
。
仲
足
箆
関
道
之
不
興
、

故
国
魯
泰
秋
雨
務
中
輿
之
教
、

作
、
菌
所
以
銭
終
也
）
。

一
句
。
所
感
市

7
呂
氏
春
秋
智
朗
「
一
一
一
語
、
衿
藤
部
悉
諸
、

（
高
注
。
悉
、
性
。
諸
、
名
也
）
。
」

8

策

帝

内

経

素

時

審

問

問

「

蚊

拍

日

、

縁
者
上
帝
之
所
資
也
。
先
師
之
所
傍
山
包
涼
注
。
上
帝
謂
上

古
之
帝
、
先
師
讃
岐
佑
複
役
之
部
俊
貸
季
也
）
。
上
吉
詑

4
A
T

環
色
、
除
服
通
衿
明
、
ム
ロ
之
金
氷
水
火
土
、
臨
時
八
回
胤
ム
ハ

不
離
其
常
。
」

日
、
王
人
求
多
関
、

乃
有
議
。
」

m
N
J
J
J
｝
詩
注
琉
巻
十
八
之
三
大
韓

力
。
天
子
回
定
若
、
明
命
使
賦
（
毛
薄
。

額
。
賦
、
布
也
〉
。
」

「
古
都
是
式
、

故
。
割
、

自 11

先
知
第
九
「
或
簡
民
所
勤
（
李
執
注
。
勤
、

日
、
何
哉
所
講
一
一
一
勤
。
日
、
叫

一
一
勤
也
。
政
事
（
麟
墓
、

一
勤
惚
。
」

ロ

伊

藤

鳳

山

求

者

、

惚
。
猶
好
古
至
急
告
也
之
求
。
初
夢
或
震
求
索
之
求
、
故

今

辞

之

。

講

求

字

、

一

内ぺ

υ方
、
衆
家
之
方
也
。
係
文
醸
成
云
、

（
説
命
下
）
。

「
古
都
、
古
人
之
説
。
衆

割
、
許
運
切
。
議
也
。
番

＋
口
説
是
式
（
大
韓
蒸
民
）
。
」

同
僚
文
銀
府
警
七
十
二
ニ
田
川
郡
「
説
、

男

門

女

日

io
－－－古割、

詩〕

議山私。

一
乃
有
獲
。
〔
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日
孫
子
集
註
巻
十
一
九
地
籍
「
故
善
用
兵
者
、
鵬
首
如
率
然
。

率
然
者
、
常
山
之
蛇
位
。
撃
笠
〈
首
則
尾
至
。
繋
其
尾
則
首
否
。

繋
其
中
期
首
尾
倶
至
。
」

お
抱
朴
子
内
議
巻
五
至
理
「
皆
目
、
輪
那
覇
鵠
和
緩
倉
公
之
流
、

必
能
治
病
、
向
不
勿
死

0

・
：
越
人
救
議
太
子
於
銃
強
、
胡
一
郎
一
活

絶
気
之
蘇
武
。
」

げ
春
秋
友
傍
注
続
審
二
路
公
元
年
「
初
鄭
武
公
取
女
子
中
、
臼
武

北
京
。
生
荘
公
及
共
叔
段
。
・
：
公
子
呂
田
、
問
問
不
堪
或
君
。
崎
将
務

之
侍
（
杜
注
。
公
子
呂
、
鄭
大
本
〈
）
。
：
・
子
封
倍
、
一
月
炎
。

特
得
衆
（
社
注
c

子
封
、
公
子
呂
也
）
。
」

叩

ω
漢
書
巻
二
十
五
上
郊
詞
志
第
宜
上
「
来
也
常
以
夜
。

流
盤
、
従
来
方
来
、
集
子
絢
城
、
若
雄
雄
、
其
鈴
段
殴

鶏
夜
鳴
（
師
吉
田
、
股
設
、
智
也
。
一
五
、
傍
啓
之
乱
也
。

亦
維
説
。
避
呂
后
詩
。
故
日
野
鶏
。
一
ず
一
同
棟
資
若
京
市
有
授
、
郎

野
鶏
皆
鳴
以
躍
之
也
。
上
一
一
高
雄
雄
、
史
駁
文
也
。

設
立
日
擦
）
。
」

ω傷
案
、
論
集
成
首
巻
傷
寒
論
集
成
凡
例
一
、

法
、
傷
寒
例
及
排
稜
汗
吐
下
諸
籍
、
並
是
王
叔
和
一
市
議
、

諸
公
農
静
之
。
今
従
而
不
采
用
失
。
」
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初
公
孫
龍
子
巻
下
堅
自
論
第
五
三
一
吋
乎
。
呂
、
不

可
。
日
、
ニ
可
乎
。
日
、
可
。
日
、
何
哉
。
日
、
無
堅
得
由
、

其
泰
弘
一
一
。
鉱
山
自
得
堅
、
其
泰
也
一

E

」

幻
黄
帝
内
経
索
開
審
六
部
九
候
論
第
二
「
帝
日
、
何
謂

ニ
部
。
岐
佑
日
、
有
下
部
、
有
中
部
、
有
上
部
。
部
各
有
コ
一
候
。

一
候
者
、
有
天
、
有
地
、
有
人
也
。
」

四

五

色

第

四

十

九

「

雷

公

開

予

黄

帝

臼
、
五
色
額
決
子
明
堂
乎
。
小
子
米
知
其
所
謂
也
。
黄
帝
回
、

明
堂
者
、
森
也
。
関
者
、
盾
開
成
。
庭
者
、
顔
也
。
審
者
、
類

側
也
。
蔽
者
、
耳
間
川
品
。
」

嬰子

お
史
記
審
一
百
一
一
一
十
太
史
公
自
序
第
七
十
「
序
路
以
拾
遺
構
薮
、

れ

ν九cμ M

仕
掛
附
捻
法
第
一
「
鉄
蹄
肱
浮
而
捕
、
少
陰
、
肱
如
経
也
。

其
議
夜
勝
、
法
宮
下
利
。
」

25 
[,,] 

臼
、
何
謂
賜
不
足
。
答
日
、
間
開
令
す
口
、
肱
徹
、
名
目
賎



不
足

入
関
中

人
迎
、

話
不
待
他
求
也
。
夫
寸

人
逆
者
、
郎
議
之
動
詠

中
痛
苦
冷
者
死
。
」

8
注
mm

一
十
八
哀
公
十
鴎
「
十
有
四

何
円
以
終
乎
哀
十
羽
臼
、
議
失
。
一

十
哀
公
十
mm

「
十
有
四

年

「
先
議
以
議
制
作
一
一
文
成

又
引
一
経
以
歪
仲
思
弁
亦
又
近
議
。
嬢
公

民
小
総
射
不
在
一
一
一
肘
故
余
以
盛
感

制
約
文
止
於
所
起
、

之
史
也
。

Z
J

天
下
後
位
。

魯
史
以
紀
天
十

議
術
不
止
、
引

左
丘
明
又
承
e

一

：
・
友
氏
程
、
ヤ

梁
程
、
一
定
十
町

不
知
後
尚
有
一

話

故
孔
子
問

所
以
制
乱
臣
賊
子
之
心
也
。
孔
子
寮

公
十
六
年
自
月
早
丑
孔
丘
卒
之
前
市
止
。

、
引
市
一
山
本
哀
公
ニ
十
一
一
一
年
秋
八
丹
市
止
。

六
年
四
月
己
丑
孔
丘
卒
而
止
。

-19-

で

案

ず

る

に

、

上

の

皆
木
火
土
金
水
を
指
す
な
り
。
五



尚
書
泰
警
に
謂
ふ
一
昨
の
五
常
を
狩
侮
す
と
は
、
し
君
臣
父
子

夫
婦
兄
弟
朋
友
の
五
倫
を
指
す
な
ら
ん
。
列
子
楊
朱
議
に
臼
く
、

に

い

だ

2

入
、
天
地
の
類
に
肖
て
、
五
常
の
性
を
穣
く
と
は
、
叢
仲
鋒
の

謂
ふ
所
の
仁
義
議
智
信
の
類
か
。
荘
子
夫
運
壌
に
臼
く
、
ム
ハ
綾

占
有
り
、
五
常
有
り
、
と
。
繰
非
子
解
老
壌
に
臼
く
、
五
常
之
れ

を
得
て
以
て
其
の
位
を
常
に
す
、
と
。
皆
五
援
護
度
に
常
有
る

を
指
す
な
り
。
索
開
五
常
政
大
論
、
及
び
此
の
論
に
謂
ふ
所
の

五
常
は
、
並
び
に
五
行
の
常
集
を
指
す
な
り
。
技
者
或
ひ
は
白

虎
通
を
引
き
仁
義
謹
智
信
と
議
す
は
誤
り
な
り
。
金
援
裁
時
総

絡
先
後
病
に
謂
ふ
一
併
の
夫
れ
人
は
五
常
を
築
け
、
問
料
誌
に
関
り

て
生
長
す
、
の
如
き
も
、
亦
た
査
に
仁
義
鵡
智
信
の
諮
怠
る
か
。

荘
子
耕
栂
篇
に
日
く
、
仁
義
に
多
方
に
し
て
之
れ
を
用
ふ
る
者

却

は
五
識
に
列
す
る
か
、
と
。
是
れ
仁
義
を
以
て
五
裁
に
釣
す
、

ひ
さ

其
の
言
尚
し
。
然
れ
ど
も
恐
ら
く
は
此
の
論
の
意
に
非
ざ
る
な

ら
ん
。

ー
山
問
書
注
琉
巻
十
一
毘
寄
泰
耕
傘
下
第
一
一
一
「
今
酪
王
受
、
制
作
侮
五

常
、
荒
怠
弗
敬
（
孔
傍
c

軽
侮
五
常
之
教
、
侮
慢
不
行
、
大
漏

怠
情
、
不
敬
天
地
神
明
）
（
正
義
。
：
・
五
常
、
部
五
典
。
謂
父

義
、
母
議
、
兄
友
、
弟
恭
、
子
孝
。
五
考
人
之
常
行
、
天
明

道
矯
之
）
。
」

2
列
子
楊
朱
第
七
「
楊
朱
日
、
人
出
向
天
地
之
類
、
棲
五
常
之

性
（
張
湛
波
。
降
、
似
山
匂
類
関
陰
揚
、
性
議
五
行
也
）
、
有

生
之
最
翠
者
、
入
品
。
」
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3
摸
委
審
五
十
六
議
仲
各
停
第
二
十
六
「
夫
仁
誼
礎
知
信
五
常

之
道
、
王
者
所
官
僚
飾
品
。
」

A9
荘
ヴ
ナ
外
議
天
運
第
十
朗
「
猛
威
紹
呂
、
来
、
五
口
語
女
。
天

夜
六
機
五
常
、
帝
王
額
之
則
治
、
逆
之
剣
凶
。
」

5
韓
非
子
巻
ム
ハ
解
老
第
二
「
天
得
之
以
高
、
地
得
之
以
鶴
、

綾
斗
得
以
成
其
威
、
日
月
得
以
恒
其
光
、
五
常
得
之
以
常
其
位
、

列
淫
一
得
之
以
端
其
行
、
四
時
得
之
以
御
茶
嬰
議
。
」

6
黄
帝
内
経
索
開
巻
二
十
五
常
政
大
論
第
七
十
「
五
常
政
大

論
第
七
十
（
新
校
正
一
五
、
詳
比
籍
、
統
論
五
運
有
平
気
、
不
及

太
過
之
事

0

・
：
）
黄
帝
関
目
、
太
産
審
廓
、
五
運
湿
薄
、
表
議

不
問
、
損
益
相
従
。
額
開
平
気
何
如
而
名
、
何
如
部
紀
也
。
蚊

伯
祭
日
、
昭
乎
裁
鴎
山
叫
。
木
日
敷
和
、
火
臼
升
明
、
土
日
係
化
、

水
日
静
頼
。
」

7
多
紀
元
衛

原
序
「
人
襲
五
常
、
以
有
五
議

傷
案
、
論
輯
義



（
白
虎
遥
呂
、

。
L...ー‘

8 之
者
、
列
於

「
薪
探
技
指
、
出
乎
性
哉
、
補
修
於

出

乎

形

哉

、

市

修

於

性

。

用

正山匂。

す て る
街 路 所

と と も
。 矯 て

て t七 し 弁 で
筏 れ、と案
に iこ行き議ず
作 譲 る し る
る れ 所 、 に
ベ；まも、店

し

日
く
、
出
づ

、
日
夜
ぐ
所
も

入
る
所
も
て
合
と
器

の
一
総
に
非
ず
、

3
 

は
筏
な
り
、

と
。
是
れ
な
り
。

漆
黒
字
典
来
集
中
糸
部

授

也

。

笹

山

お

。

・

：

又

逸

註

）

如
経
路
無
所
不
通
、
可
常
用
也
。
」

：
・
府
、
六
府
、

然
也
。
食
、
一
程
禽
）
。
」

大
腸

E義

務
統結
、爵く

ニ
原
第
「
一
等
詠
ム
i

五
、
凡
一
一
十
七
議
以
上
下
。
所
出
議
井
、
所
謂
露
袋
、

所
以
震
合
。
一
十
七
議
所
行
、

3 一ma常
用
也
。
6

一

、
捜
也
。
如
復
路
無
所
不
通
、

な
り
。

入
所 身
のや
八の
合 陰

血 な 気
舎り，賎
鱗ド議

議府を
、.A. 謂

ふ

時 21叩



ム
明
日
大
符
、
総
舎
大
端
、
気
ム
何
百
三
是
れ
な
り
。
合
同
気
常
に
流

L
e
h
d
 

通
す
、
故
に
A

世
間
通
と
臼
ふ
な
り
。
病
有
れ
ば
慰
ち
否
ぐ
、
故
に

史
記
嘉
鵠
停
に
日
く
、
ム
同
日
筑
間
関
ぢ
て
通
ぜ
ず
、
と
。
桧
鴎
人
間
日
通

は
一
経
絡
府
食
と
文
相
ひ
連
な
れ
ば
、
郎
ち
並
び
に
人
身
中
の
物

を
指
す
や
明
ら
か
な
り
。
然
れ
ど
も
注
家
或
ひ
は
易
係
詞
、
笠
ハ

の
ム
何
回
通
を
観
、
以
て
其
の
典
諮
念
行
ふ
、
を
引
く
。
方
檎
鴎
蜘

安
ん
ぞ
相
ひ
容
れ
ん
c

笠
に
謬
る
こ
と
の
甚
だ
し
か
ら
ず
や
。

ー
難
経
集
註
巻
由
「
額
十
五
難
臼
、
経
一
一
百
八
舎
者
何
也
。
然
府

A

何
回
大
倉
（
了
日
、
府
ム
同
日
太
倉
者
、
胃
也
。
其
穴
者
、
中
段
、
是

也
）
、
議
命
日
季
脇
（
丁
目
、
騒
命
日
季
路
、
軟
筋
之
名
。
兵
端
有

穴
c

首
一
瞬
章
門
穴
、
是
牌
之
募
足
蕨
詮
少
陰
所
台
。
故
日
、
総

合
間
季
脇
也
）
、
筋
命
日
銭
陵
泉
（
丁
目
、
隣
接
泉
、
穴
名
也
。
在

膝
下
一
寸
。
外
藤
、
是
也
）
、
縫
合
結
骨
（
丁
日
、
路
A
W
H

総
背

是
A
汚
名
也
。
設
（
穴
在
外
蝶
上
回
寸
。
陽
輔
穴
、
是
也
）
、
鼠
令

一
裕
一
命
（
丁
呂
、
’

m舎
一
雨
食
、
｛
八
名
也
。
夜
第
七
機
下
雨
諮
問
身

寸
各
一
寸
五
分
、
是
也
）
、
問
符
A
W
大
杯
、
駄
大
潟
（
丁
臼
、

A
n

A
W
H

大
枠
、
穴
名
也
。
在
雨
期
〈
後
第
一
機
雨
傍
相
去
問
身
す
一
寸
五

分
。
、
肱
舎
大
淵
穴
註
右
寸
内
魚
際
下
）
、
気
舎
一
一
一
焦
外
一
筋
夜
…

雨
乳
内
成
。
熱
病
在
内
者
、
取
党
（
合
之
気
穴
也
（
丁
目
、

一
一
一
焦
外
一
筋
官
僚
雨
乳
内
者
、
、
是
也
。

穴
所
在
也
）
。
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2
史
記
巻
一
百
五
議
鵠
倉
公
列
傍
第
四
十
五
「
是
以
陽
駅
下
遂
、

陰
脈
上
季
、
合
筑
間
市
不
通
、
陸
上
部
腸
内
行
、
下
内
鼓
而
不

起
、
上
外
絶
而
不
震
使
。
」

3
傷
寒
論
輯
義
涼
序
「
陸
揚
合
通
（
易
上
繋
辞
、
鰻
其
舎
通
、

以
行
設
〈
典
稽
）
。
」

「
聖
人
有
以
見
天
下
之
動
、
市
観
其

以
鱗
其
吉
凶
。
是
故
諮
之
交
。
」

4
潟
易
注
琉
巻
七

A
M
日
通
、
以
行
其
典
議
。

宋
玉
九
静
第
八
「
関
墾
而
方
納
分
、
五
口
盟
知
其

鉛
諮
而
難
入
。
」

謹
ん
で
案
ず
る
に
、
古
撃
の
法
、
十
二
綬
、
肱
の
終
始
す
る

所
を
視
る
を
以
て
、
診
察
の
襲
務
と
爵
す
。
放
に
診
察
の
法
を

謂
ひ
て
終
始
と
臼
ふ
な
り
。
護
権
終
始
篤
に
臼
く
、
終
始
な
る

は
、
も
て
紀
と
震
し
、
兵
の
駄
口
人
迎
合
持
し
、
以
て

の
不
足
、
一
平
と
不
平
と
、
そ
知
る
。
天
道
義
く
、
と
。

し
間
し

其
の
他
、
翠
擦
数
ば
終
始
の
事
を
…
一
局
ふ
は
、
枚
翠



1 之
所
以
生
、
病
之
所
以
成
、

之
所
始
、
エ
之
一
的
止
批
。
」

人
之
所
以
治
、
病
之
所
以
起
、

己

人

し
て
響
説
な

を
襲
ひ
し
な

子
と
説
を
成

の
二
｛
子
、

ふ、は
以
て

て
帯
設
な
り
。
比
の

闘
や
み
、
患
め
ば
期
ち
箆
た
動
く
、

と
自
ふ
な
り
。

一
字
、
も
亦
た
祭

日
く
、
左
に
鞭
森

照
旋
す
（
社
注
に
一
五

以
て
矢
を
受
け
、
轄

の
一
一
｛
子
、
録
公
識
に
し

見
る
べ
し
。
誌
動
け
ば
間
関
ち

放

に

其

の

ひ

て

動

患

時 23-



－
張
仲
景
犠
寒
論
自
序
集
解
「
動
数
殺
息
（
数
獲
ニ
字
、
無
義

常
説
。
古
文
明
字
連
熟
雨
二
家
属
殺
説
者
、
往
々
有
之
）
。
」

伊
藤
関
脇
山
友
傍
家
匂
文
学
審
一
一
一
「
左
執
鞭
孫
、
右
問
機
察
韓
。

枝
氏
自
、
材
料
、
弓
末
無
縁
者
c

楽
以
受
箭
、
難
以
受
弓
。
磐
議

案
、
社
氏
不
様
鞭
字
。
接
昔
話
家
注
、
馬
鞭
也
。
雄
然
、
実
得

左
手
執
鞭
輿
孫
、
お
手
間
勝
禦
輿
縫
乎
。
蓋
鞭
縫
二
字
、
無
義
殺

説
。
故
家
注
云
、
一
一
一
一
回
以
摺
遊
君
。
話
不
旋
乃
敢
友
執
弓
、
右
騒

手
於
一
房
以
取
矢
、
輿
君
局
旋
相
馳
遂
出
。
日
定
只
一
言
弓
矢
、
而
不

及
鞭
韓
、
刻
家
意
亦
以
鞭
縫
器
地
W
字
。
古
文
昭
｛
子
連
用
、
而
上

下
二
字
殺
説
者
、
註
往
有
之
。
詩
加
風
日
、
死
生
契
額
、
出
典
子

成
説
。
同
定
死
摺
工
学
、
無
義
勢
説
。
夫
婦
之
様
、
死
関
室
可
警

耶
。
其
義
可
思
而
知
。
孟
子
日
、
夫
章
子
量
不
欲
有
夫
妻
子
母

之
岡
崎
哉
。
是
夫
母
二
字
、
無
義
雄
市
説
。
故
下
文
但
日
出
妥
堺
子
、

市
不
一
一
一
一
同
夫
母
二
字
也
。
鞭
問
料
襲
縫
亦
比
類
也
。
」

竹
添
井
弁
左
氏
命
副
議
巻
六
議
公
廿
一
二
年
「
其
左
執
糠
持
、

ム
石
麗
饗
韓
、
以
鼠
〈
君
罵
旋
（
席
料
、
弓
末
無
縁
者
也
。
翠
以
受
箭
、

韓
以
受
弓
也
。
露
、
著
也
。
周
旋
、
相
追
逐
山
得
。
議
日
、
：
・
母

語
家
注
、
護
矢
一
層
、
韓
弓
強
也
。
方
一
一
一
一
口
一
戸
、
弓
識
調
之
鍵
。
蓬

鞭
鑓
二
学
無
義
、
只
是
州
市
説
耳
。
故
家
技
云
、
一
一
z
M

以
務
遊
詩
。

震
不
旋
乃
敬
左
執
弓
、
お
開
騎
手
於
一
局
以
取
矢
、
輿
君
関
境
相
馳

逐

也

。

是

只

荷

不

及

鞭

韓

、

期

金

意

亦

字
。
古
文
菌
学
連
用
、
市
上
下
二
字
帯
説
者
、
往
往
有
之
。
詩

部
風
、
死
生
契
関
、
奥
子
成
説
。
是
死
摺
二
字
州
市
説
。
設
子
臼
、

夫
寧
子
賞
不
欲
有
夫
姿
子
母
之
麗
哉
。
是
犬
母
二
｛
子
帯
説
。
故

下
文
但
日
出
妻
堺
子
。
鞭
拝
繋
韓
亦
比
類
也
）
。
」

吟 24時

2
毛
詩
注
琉
巻
二
之
一
郎
風
繋
鼓
「
死
生
契
閥
、
奥
ヱ
ナ
成
説

（
毛
傍
。
契
閥
、
勤
苦
也
。
説
、
数
也
）
。
執
子
之
手
、
奥
子

借
老
。
」

3
孟
子
集
注
巻
八
離
婁
下
「
夫
章
子
量
不
欲
有
夫
妻
子
母
之
問
機

哉
。
震
得
罪
於
父
、
不
得
近
、
出
妻
堺
子
、
終
身
不
養
駕
。
」

Aa
春
秋
友
傍
注
琉
巻
十
五
穣
公
二
十
一
一
「
若
不
獲
命
、
其
左

執
鞭
拝
、
右
騒
饗
畿
、
以
輿
君
珂
擁
（
社
注
。
昇
、
弓
末
無
縁

者
。
索
以
受
箭
、
縫
以
受
弓
。
著
也
。
照
旋
、
相
追
逐
山
包
）
。
」

孔
ア
十
二
五
生
而
知
之
者
上
学
問
琵
之

論
語
街
一
駅
公
議
に
、
孔
子
一
回
く
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
之

れ
を
知
る
者
は
上
な
り
。
率
び
て
之
れ
を
知
る
者
は
次
な
り
、

と
。
蓬
し
仲
景
、
比
の
語
を
錬
鍛
し
て
文
を
成
せ
し
な
ら
ん
。

古
人
、
古
舎
を
引
く
に
、
錬
鍛
し
て
文
を
成
し
、
原
文
の
若
く



も
ち

な
る
を
必
い
ざ
る
者
、
往
設
に
し
て
之
れ
有
り
。
左
傍
成
二
年

に
日
く
、
楽
警
に
諮
ふ
訴
の
高
は
兆
弐
離
れ
、
隠
は
十
人
間
じ
、

と
。
最
れ
泰
替
、
受
に
怒
兆
の
夷
人
有
り
、
心
を
離
し
揺
を
離

す
、
予
に
乱
臣
十
人
有
り
、
心
合
同
じ
う
し
擦
を
関
じ
う
す
、

の
語
を
毅
鍛
し
て
文
を
成
す
な
り
。
故
に
紹
二
十
隠
年
に
引
く

所
、
今
の
泰
警
と
大
い
に
同
じ

2

比
れ
も
亦
た
文
家
の
一
法
、

知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

1 也
。
向
学
術
知
之
者
、
次
也
。

「
孔
子
日
、
生
市
知
之
者
、
ト
L

又
長
次
也
。
用
問
問
不

巳
弘
、
大
夫
鶏
政
、

一
十
五
成
公
二
年
司
、
衆
之
不
可

山
以
衆
克
、
況
間
約
数
而
善
用
党
ハ
衆
叩
ヤ
J
G

大

潟
十
人
向
者
、
衆
位
。
」

人
、
同
心
問
律
。
」

十
一
一
路
公
二
十
四

i言l
sし、

問

搭臼。、
比 約
潟 有

多
間
関
博
識
知
之
次
山
色

謹
ん
で
案
ず
る
に
、
比
の
こ
匂
は
、
伸
景
、

の
諾
に
本
づ
き
（
子
日
く
、
蓋
し
知
ら
ざ
る
も
之
れ
を
作
る
者

有
り
、
我
は
回
定
れ
無
き
な
り
。
多
く
問
問
き
其
の
警
な
る
者
を
謬

び
て
之
れ
に
従
ひ
、
多
く
見
て
之
れ
を
議
る
は
、
知
の
次
！
な
り
、

と
）
、
以
て
撃
則
亜
の
一
匂
を
解
す
。
総
十
一
諾
を
以
て

く
も
亦
た
文
の
法
な
り
。
多
踏
の
上
、
然
則
の
ニ

の
し一
干し
子
よ

8り｛
畏IJ珪ご
ち也｝知

に 之
至 次
る也へ

ヨEの
匂ー

し、•-1旨］

て 皆 は
、孔 2

殊子之
iこのの
張言ニ
氏 と 字 の
の震を
~し解
をてく
失
す

－
議
語
集
注
誉
回
述
而
第
七

我
無
是
也
。

也
。
」

臼
、
蓬
存
不
知
部
作
之
者
、

知
之
次

2 

主
礼
子
一
石
、
生
市
知
之
者
上
、

知
之
次
也
。
」

期
亜
之
。

3 

「
多
関
博
識
知
之
次
也
（
兆
二
句
、

-25-



仲
景
解
挙
制
亜
之
句
。
一
言
多
聞
博
識
、
邸
挙
也
。
知
之
次
、

却
草
之
也
。
先
輩
比
二
句
亦
矯
孔
子
語
。
何
患
之
甚
）
。
」

傷
策
、
論
報
義
探
序
「
余
宿
尚
方
術
、
諾
事
斯
語
（
・
：
嘗
今

居
世
之
士
、
不
留
神
盤
襲
、
精
究
方
僻
。
繍
仲
景
街
尚
之
。
然

無
越
人
之
才
之
秀
、
唯
欲
多
関
博
識
、
以
精
究
之
。
放
論
孔
子

語
、
以
服
緯
之
市

E
C
比
護
仲
最
之
議
辞
）
。
」

知 26-


